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３．ＪＡグループ支援隊活動実績（全国）
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４．宮城県に対するＪＡグループ無償支援実績
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2011年３月11日午後２時46分「ドン」と突き上げられたと感じた後、３分ほどの間揺れが続き物も大きく

移動、体も硬直しまったく動けない状況でした。

震災直後の行動で思い起こすことは、被害状況と安否確認。電話が不通になり携帯電話のＴＶ画面で津波

の襲来・・・

地震・津波により建物等の損壊・交通網の麻痺、ライフラインの寸断。一瞬にして日常生活に混乱をきた

し、追い打ちをかけるような原発事故の発生。この被災により県内でも１万人以上に及ぶ方々が死傷すると

ともに、相当数の建物が全半壊し、発生して４年近く経過した時点でも多くの方々が県内外の仮設住宅等で

避難生活を余儀なくされています。

特に巨大津波による被害は甚大で、農地の流失・冠水が１万５千haを超え、農業施設・灌漑排水機能も

滅失してしまいました。重なり合った瓦礫の農地を見て足が震えたのを覚えています。

こうした中、膨大な国、県等による復旧・復興支援の措置、また全国各地からの温かい励ましや支援物資

の提供、多数のボランティア支援隊の皆さんによる、懸命な瓦礫の撤去作業や農作業支援等は復旧・復興へ

の大きな支えとなり、心より感謝申し上げます。

筆舌に尽くし難い困難な状態のなかから、地域農業と地域社会の再興に向け、まだ道半ばの状態ですが、

ＪＡグループ宮城は、さらに協同の力を結集して一歩ずつ着実な歩みを進めています。

最後に、本冊子を作成するにあたり各ＪＡ、各連合会、㈱日本農業新聞、㈱農林中金総合研究所の皆さま

をはじめ多くの方々のご協力に感謝申し上げますとともに、引き続き皆様方のご指導ご支援をお願い申し上

げます。
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